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柏尾川桜並木保全・再生検討委員会が始まりました！

戸塚区の魅力のひとつである柏尾川桜並木。毎年、春になると満開のサクラが
戸塚を彩り、たくさんの人がお花見を楽しんでいます。
そんな「柏尾川桜並木」のサクラが、今、多く伐採されていることをご存知で

しょうか。老齢化や病害等により、安全管理上、伐採を余儀なくされています。

【第１回 開催概要】

テーマ：桜並木の現状

日にち：令和６年５月17日(金)

場所：戸塚区役所 ８階会議室

参加人数：20名

■ステップ１ 自己紹介

■ステップ２ 桜並木について

ステップ１ 自己紹介

検討委員会のメンバーで自己紹介を行いました。
自己紹介シートに「柏尾川の桜並木に対する私の思い」を書いて、発表しました。

「柏尾川の桜並木に対する私の思い」より抜粋
・大好きな散歩コース
・柏尾川の桜の歴史を未来につないでいきたい
・桜並木を戸塚のシンボルとして皆様と共に育てたい！
・戸塚のシンボルであり、癒やしやパワーをもらえる
パワースポット

・戸塚の地域の象徴
・思い出の場所
・未来の子どもたちに残したい景色
・桜の名所になって戸塚に住みたい、遊びに行きたいと
思っていただけるようにしたい！

・戸塚の街をみんなでつくる！

【検討委員会 年間スケジュール】

第１回 5/17

第２回 8/8

散策会 10/19

第３回 12/11

第４回 １/31

桜並木の現状

桜並木の課題と対応について

桜並木の現地確認

桜並木の将来像

柏尾川桜並木保全・再生計画について

そこで、区の魅力である「柏尾川桜並木」のサクラの減少を食い止め、現在の景観を維持して
いくため、地域の皆さまと協働で桜並木の保全・再生の方法を検討することを目的として「柏尾
川桜並木保全・再生検討委員会」を開催します。メンバーは柏尾川桜並木の近隣の企業・事業者、
自治会町内会、商店会、学校、ボランティア団体の方々です。



ステップ２ 桜並木について

【桜並木計画について】

検討委員会では、以下のことについて案を提示し、話し合っていきます。

・現在の景観を維持していくため、柏尾川桜並木の「どの区間」に「どんな桜」を「どのような間
隔」で植栽等するかの計画

・50年後、100年後の未来につないでいくための日常管理
・将来、こんな桜並木になってほしい、「柏尾川桜並木の将来像」

令和6年度に検討委員会を開催、「柏尾川桜並木保全・再生計画」を策定します。令和7、8、9年
度でサクラの植え替え等を行い、桜並木の保全・再生に向けて取り組んでいきます。

発行：戸塚区区政推進課
住所：横浜市戸塚区戸塚町16-17
電話番号：045-866-8327 FAX：045-862-3054
メール：to-kusei@city.yokohama.jp

柏尾川桜並木保全・再生計画に関する情報は、市ホームページ等で公開する予定です。
https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/shokai/miryoku/kashiosaku/kashio-new.html

検討委員会で出た意見について

・伐採するサクラの判断基準は？ ➔令和5年度に調査を行った樹木医の診断により、幹の空洞化
やベッコウタケの寄生、樹勢の回復が難しく倒木の危険があるとされたサクラを伐採と判断し
ています。

・終戦後のように2000本を植樹できないか？ ➔将来にわたって桜並木を保全するためにも、減
少を食い止め、健全な生育環境を整えながら、現在の景観を維持していきたいと考えています。

【桜並木現状について】

令和5年度に実施した樹木医による樹木診断において、444本のサクラを診断しました。そのうち、
350本は直ちに伐採する必要性はないと判断されましたが、94本については、幹の空洞化やベッコ
ウタケの寄生等が確認され、伐採が必要と判断されました。特に危険度の高い17本は令和5年度に
伐採済です。残りの77本についても令和6年度中に伐採する予定です。

上記URLのほか、二次元コードからも閲覧できます→

▼令和5～6年度伐採前後のサクラ本数

https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/shokai/miryoku/kashiosaku/kashio-new.html
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